
様式第二号の九 (第八条の四の六関係)

(第 1面 )

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第 12条第 10項の規定に基づき、2022年 度の産業廃棄物
処理計画の実施状況を報告します。

産業廃棄物処理計画実施状況報告書

2023年 6月 26日

電話番号 0957-46-3136

長崎県知事 大石 賢吾 殿

所

名

者出

住

氏

提

大村市東本町287番 4

九鉄工業株式会社 長崎支店

支店長 赤嶺 壽尋

事 業 場 の 名 称 九鉄工業株式会社 長崎支店

事 業 場 の 所 在 地 大村市東本町287番 4

事 業 の 種 類 06総合工事業

産業廃棄物処理計画における

計 画 期 間
2022年 4月 1日 ～2023年 3月 31日

1,483 t

託i'F 量

t

t

t

出

項 目

1,483 t 全 処 理 委

t

目標値 目標値

1,483 t

産業廃棄物処理計画における目標値

t

t

t

自 ら再 生利用 を行 う
産 業 廃 棄 物 の 量

自 ら 熱 回 収 を 行 う
産 業 廃 棄 物 の 量

自ら中間処理により減量する

産 業 廃 棄 物 の 量

項 目

優良認定処理業者への

処  理  委  託  量

再 生 利 用 業 者 へ の

処  理  委  託  量

認 定 熱 回 収 業 者 へ の

処  理  委  託  量

認定熱回収業者以外の

熱回収を行 う業者への

処  理  委  託  量

自 ら埋 立 処 分 又 は
海 洋 投 入 処 分 を行 う
産 業 廃 棄 物 の

※事務処理欄
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計画の実施状況 (産業廃棄物の種類 :建設汚泥 )

実績値

1■ 3

000t

000t

000t

000t

桐 3

11.33t

113

000t

000t

項 目

①排出量

②十①自ら再生利用を行った量

⑤自ら熟回収を行つた量

⑦自ら中間処理により減量した量

③十③自ら埋立処分又は海洋投
入処分を行った量

⑩全処理委託量

①優良認定処理業者への処理

委託量

⑫再生利用業者への処理委託量

U熟 回収 認 定 業者 へ の処 理

委託量

⑭熱回収認定業者以外の熱回収
を行う業者への処理委託量

業者への処理委託量
用

1■3

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

①

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

U

自ら中間処理した後
再生利用した量

①

海洋投入処分

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

直接及び自ら

中間処理した後の

処理委託量

1■ 3

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

1133
∪

自ら中間処理した
の残さ量

自ら中間処理によ
り減量した量

目ら百L接
再生利用した量

②

自ら直接埋立処分又は

海洋投入処分した量

③

自ら中間処理
した量

④のうち熱回収
を行つた量

排  出  量

113①

有 償 物 量

不 要 物 等 発 生

（
糾
山
日

）



計画の実施状況 (産業廃棄物の種類 :廃フ
°
ラスチック類 )

実績値

225

000t

000t

000t

000t

225

1424t

22.5

000t

000t

項 目

①排出量

②+③自ら再生利用を行つた量

⑤自ら熱回収を行った量

⑦自ら中間処理により減量した量

③十③自ら埋立処分又は海洋投
入処分を行つた量

⑩全処理委託量

①優良認定処理業者への処理

委託量

⑫再生利用業者への処理委託量

①熱 回収認 定業者 への処理

委託量

⑭熱回収認定業者以外の熱回収
を行う業者への処理委託量

廼のうち再生利用

業者への処理委託量

225∪

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

餓

⑩のうち熟回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

廼

1424
①

再生利用した量
した

し

自ら埋立処分又は

海洋投入処分した
量

直接及び自ら

中間処理した後の

処理委託量

225

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

後の残さ量

自ら中間処理によ

り減量した量

再生利用した量

は海洋投入処分した量
又ら

した量
ら中

を行った量
うち熱回収

有 償 物 量

排  出  量

225①

不 要 物 等 発 生

（
部
Ю
副

）



計画の実施状況 (産業廃棄物の種類 :紙くず )

実績値

47

000t

000t

000t

000t

47

465t

465t

000t

000t

項 目

①排出量

②十①自ら再生利用を行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

⑦自ら中間処理により減量した量

③+⑨自ら埋立処分又は海洋投
入処分を行った量

⑩全処理委託量

ё優良認定処理業者への処理

委託量

⑫再生利用業者への処理委託量

⑬熱 回収認 定業者 への処理

委託量

⑭熱回収認定業者以外の熱回収
を行う業者への処理委託量

廼のうち再生利用
業者への処理委託量

47⑫

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

U

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

U

目ら甲間処理 した後
再生利用した量

③

自ら埋立処分又は

海洋投入処分した
量

直接及び自ら

中間処理した後の
処理委託量

47

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

465
∪

後の残さ量

ら中間処理によ
り減量した量

自ら直接
再生利用した量

⑫

三塁

又

は海洋投入

した量

④のうち熱回収
を行った量

有 償 物 量

排  出  量

47
①

不 要 物 等 発 生

（
糾
Ｎ
団

）



計画の実施状況 (産業廃棄物の種類 :混合廃棄物 )

実績値

83

000t

000t

000t

000t

83

825t

8.25t

000t

000t

項 目

①排出量

②十①自ら再生利用を行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

⑦自ら中間処理により減量した量

③+⑨自ら埋立処分又は海洋投
入処分を行つた量

⑩全処理委託量

①優良認定処理業者への処理

委託量

⑫再生利用業者への処理委託量

①熱 回収認 定業者 へ の処 理

委託量

⑭熱回収認定業者以外の熱回収
を行う業者への処理委託量

じのうち再生利用
業者への処理委託量

83∪

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑩

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

U

825
①

自ら中間処理した後
再生利用した量

①

し

自ら埋立処分又は
海洋投入処分した

量

直接及び自ら

中間処理した後の

処理委託量

83

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

後の残さ量

ら中間処理によ
り減量した量

自ら直接
再生利用した量

②

自ら直接埋立処分又
は海洋投入処分した量

⑨

した量

④のうち熱回収
を行つた量

有 償 物 量

排  出  量

83
①

不 要 物 等 発 生

（
器
尚
日

）



計画の実施状況 (産業廃棄物の種類 :木くず )

実績値

20958t

000t

000t

000t

000t

209.6

18461 t

2096

000t

000t

項 目

①排出量

②+③ 自ら再生利用を行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

⑦自ら中間処理により減量した量

③十⑨自ら埋立処分又は海洋投
入処分を行つた量

⑩全処理委託量

①優良認定処理業者への処理

委託量

⑫再生利用業者への処理委託量

⑩熟 回収認 定 業者 へ の処 理

委託量

⑭熱回収認定業者以外の熱回収
を行う業者への処理委託量

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

2096∪

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

U

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

U

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

18461
①

した量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

2096

量

自ら中間処理によ
り減量した量

し

海洋投入処分した量
ら直接埋立処分又は

した量

④のうち熱回収
を行つた量

排  出  量

2096①

有 償 物 量

不 要 物 等 発 生 量

（
韻
尚
日

）



計画の実施状況 (産業廃棄物の種類 :金属くず )

実績値

706t

000t

000t

000t

000t

71

395t

71

000t

000t

項 目

①排出量

②+① 自ら再生利用を行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

⑦自ら中間処理により減量した量

①+③ 自ら埋立処分又は海洋投
入処分を行つた量

⑩全処理委託量

①優良認定処理業者への処理

委託量

⑫再生利用業者への処理委託量

⑬熱 回収認 定業者 への処理

委託量

⑭熱回収認定業者以外の熱回収
を行う業者への処理委託量

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

71∪

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

ё

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

廼

した量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

7.1

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

395
①

再生利用した量

後の残さ量

自ら中間処理によ
り減量した量

ら

した量
自ら

した量

④のうち熱回収
を行つた量

有 償 物 量

排  出  量

7.1
①

不 要 物 等 発 生 量

（
削
山
団

）



計画の実施状況 (産業廃棄物の種類 :がラス陶磁器くず )

実績値

010t

000t

000t

000t

0,00t

010t

000t

010t

000t

000t

項 目

①排出量

②十③自ら再生利用を行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

⑦自ら中間処理により減量した量

③十⑨自ら埋立処分又は海洋投
入処分を行った量

⑩全処理委託量

①優良認定処理業者への処理

委託量

⑫再生利用業者への処理委託量

6熱 回収認 定業考 へ の処 理

委託量

⑭熱回収認定業者以外の熱回収
を行う業者への処理委託量

①のうち再生利用
業者への処理委託量

010∪

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

U

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

U

自ら中間処理した後
再生利用した量

①

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

010

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

000
∪

問処理したら

後の残さ量

自ら中間処理によ
り減量した量

海洋投入処分した量
又

問処理ら

した量

④のうち熱回収
を行つた量

自ら直接
再生利用した量

⑫

010∪

有 償 物 量

排  出  量

不 要 物 等 発 生 量

（
鞘
尚
団

）



計画の実施状況 (産業廃棄物の種類 :廃石青ボード )

実績値

00

000t

000t

000t

000t

00

0.00t

00

000t

000t

項 目

①排出量

②+① 自ら再生利用を行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

⑦自ら中間処理により減量した量

③十⑨自ら埋立処分又は海洋投
入処分を行つた量

⑩全処理委託量

①優 良認定処理業者への処理

委託量

⑫再生利用業者への処理委託量

⑬烈 回収 認 定 業者 へ の処 理

委託量

⑭熱回収認定業者以外の熱回収
を行う業者への処理委託量

廼のうち再生利用
業者への処理委託量

00∪

①のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑬

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

⑭

0.00
⑭

自ら中聞処理した後
再生利用した量

③

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

00

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

後の残さ量

ら中間処理によ
り減量した量

自ら直接
再生利用した量

②

した量
又

した量

を行つた量

有 償 物 量

排  出  量

00
①

不 要 物 等 発 生

（
削
Ｎ
団

）



計画の実施状況 (産業廃棄物の種類 :その他がれき類 )

実績値

2095

000t

000t

0,00t

000t

2095

2206t

2095

0.00t

000七

項 目

①排出量

②十①自ら再生利用を行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

⑦自ら中間処理により減量した量

③+⑨自ら埋立処分又は海洋投
入処分を行つた量

⑩全処理委託量

①優 艮認 定処 理 業者 へ の処理

委託量

⑫再生利用業者への処理委託量

⑬熱 回収認 定業者 への処理

委託量

⑭熱回収認定業者以外の熱回収
を行う業者への処理委託量

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

2095⑭

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

U

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

U

再生利用した量

し

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

209.5

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

2206
①

後の残さ量

自ら中間処理によ
り減量した量

した量

④のうち熱回収
を行つた量

再生利用した量

海洋投入処分した量
又 は

有 償 物 量

排  出  量

2095①

不 要 物 等 発 生 量

（
糾
向
団

）



計画の実施状況 (産業廃棄物の種類 :コンクリートがら )

実績値

6361

000t

000t

000t

0.00t

6361

2856t

6361

000t

000t

項 目

①排出量

②+③ 自ら再生利用を行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

⑦自ら中間処理により減量した量

③十③自ら埋立処分又は海洋投
入処分を行つた量

⑩全処理委託量

U優 艮認定処理業者への処理

委託量

②再生利用業者への処理委託量

餓 熱 回 収 認 定 業 者 へ の 処 理

委託量

⑭熱回収認定業者以外の熱回収
を行う業者への処理委託量

廼のうち再生利用
業者への処理委託量

6361⑭

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

①

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

U

した量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

6361

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

2856
①

ら中間処理した

後の残さ量

自ら中間処理によ
り減量した量

海洋投入処分した量
又 は

間処理ら

した量

④のうち熱回収
を行つた量

した量

有 償 物 量

排  出  量

636.1
∪

不 要 物 等 発 生 量

（
削
Ｎ
団

）



計画の実施状況 (産業廃棄物の種類 :アスコンがら )

実績値

800

000t

000t

000t

000t

80.0

148t

800

000t

000t

項 目

①排出量

②+③ 自ら再生利用を行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

⑦自ら中間処理により減量した量

③+⑨ 自ら埋立処分又は海洋投
入処分を行つた量

⑩全処理委託量

●優良認定処理業者への処理

委託量

⑫再生利用業者への処理委託量

廻 熱 回収認 定 業者 へ の処 理

委託量

⑭熱回収認定業者以外の熱回収
を行う業者への処理委託量

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

800∪

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

餓

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

●

自ら中間処理した後

再生利用した量

①

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

直接及び自ら

中間処理した後の

処理委託量

80_0

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

1.48
①

後の残さ量

自ら中間処理によ
り減量した量

海洋投入処分した量
又 は

した量

④のうち熱回収
を行つた量

ら

再生利用した量

800①

有 償 物 量

排  出  量

不 要 物 等 発 生 量

（
削
中
団

）



計画の実施状況 (産業廃棄物の種類 :安定型建設混合廃棄物 )

実績値

000t

000t

000t

000t

0.00t

000t

000t

000t

000t

0001

項 目

①排出量

②十①自ら再生利用を行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

⑦自ら中間処理により減量した量

③+⑨自ら埋立処分又は海洋投
入処分を行った量

⑩全処理委託量

①優 良認定処理業者への処理

委託量

②再生利用業者への処理委託量

①熱 回収認 定業者 への処理

委託量

⑭熱回収認定業者以外の熱回収
を行う業者への処理委託量

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

①

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

U

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

000⑭

した量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

000

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

0.00
①

再生利用した量

自ら中間処理によ
り減量した量

後の残さ量

再生利用した量

海洋投入処分した量
又 は

した量

④のうち熱回収
を行つた量

有 償 物 量

排  出  量

000①

不 要 物 等 発 生

（
削
尚
団

）



計画の実施状況 (産業廃棄物の種類 :管理型建設混合廃棄物 )

実績値

624t

000t

000t

0.00t

000t

624t

624t

624t

0.00t

0,00t

項 目

①排出量

②十③自ら再生利用を行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

⑦自ら中間処理により減量した量

③十③自ら埋立処分又は海洋投
入処分を行った量

⑩全処理委託量

①優良認定処理業者への処理

委託量

⑫再生利用業者への処理委託量

⑬熱 回収認 定業者 への処理

委託量

⑭熱回収認定業者以外の熱回収
を行う業者への処理委託量

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

624∪

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量‐

廻

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

●

6.24
0

自ら中間処理した後
再生利用した量

③

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

624

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

後の残さ量

自ら中間処理によ
り減量した量

再生利用した量

海洋投入処分した量
又 は

した量

④のうち熱回収
を行つた量

排  出  量

624①

有 償 物 量

不 要 物 等 発 生 量

（
器
向
団

）



計画の実施状況 (産業廃棄物の種類 :管理型混合廃棄物 )

実績値

060t

000t

000t

000t

000t

060t

060t

060t

000t

000t

項 目

①排出量

②+③ 自ら再生利用を行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量‐

⑦自ら中間処理により減量した量

③十③自ら埋立処分又は海洋投
入処分を行つた量

⑩全処理委託量

①優良認定処理業者への処理

委託量

⑫再生利用業者への処理委託量

①烈 回収認 定 業者 へ の処 理

委託量

⑭熱回収認定業者以外の熱回収
を行う業者への処理委託量

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

⑭

廼のうち再生利用
業者への処理委託量

060∪

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑬
直接及び自ら

中間処理した後の

処理委託量

060

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

060
①

自ら中間処理した後
再生利用した量

①

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量
後の残さ量

自ら中間処理によ
り減量した量

再生利用した量

海洋投入処分した量
又 はら

した量

を行つた量

有 償 物 量

排  出  量

060①

不 要 物 等 発 生

（
削
巾
日

）



計画の実施状況 (産業廃棄物の種類 :がれき類(石綿含有) )

実績値

22

000t

000t

000t

000t

22

000t

22

0.00t

000t

項 目

①排出量

②+③自ら再生利用を行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

⑦自ら中間処理により減量した量

③+⑨ 自ら埋立処分又は海洋投
入処分を行つた量

⑩全処理委託量

①優良認定処理業者への処理

委託量

②再生利用業者への処理委託量

● 熟 回収認 定業者 へ の処理

委託量

⑭熱回収認定業者以外の熱回収
を行う業者への処理委託量

9

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

22∪

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

①

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

22

⑩のうち優良認定
処理業者への

処理委託量

0,00
①

間ら

再生利用した量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

後の残さ量
し

自ら中間処理によ
り減量した量

再生利用した量

海洋投入処分した量
又 は

した量

④のうち熱回収
を行つた量

有 償 物 量

排  出  量

2.2
①

不 要 物 等 発 生

（
削
】
日

）



計画の実施状況 (産業廃棄物の種類 :伐採材日伐根材 )

実績値

250

000t

000t

000t

0,00t

250

00t

250

000t

000t

項 目

①排出量

②十①自ら再生利用を行った量

⑤自ら熱回収を行つた量

⑦自ら中間処理により減量した量

③十⑨自ら埋立処分又は海洋投
入処分を行つた量

⑩全処理委託量

①優良認定処理業者への処理

委託量

⑫再生利用業者への処理委託量

⑬ 熱 回収認 定業者 へ の処 理

委託量

⑭熱回収認定業者以外の熱回収
を行う業者への処理委託量

①のうち再生利用
業者への処理委託量

250⑫

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

ё

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

廼

①

自ら埋立処分又は

海洋投入処分した
量

直接及び自ら

中間処理した後の

処理委託量

250

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

00
①

自ら中間処理した後
再生利用した量

後の残さ量

自ら中間処理によ

り減量した量
④のうち熱回収
を行つた量

した量

は海洋投入処分し
又

した量

有 償 物 量

排  出  量

250①

不 要 物 等 発 生

（
部
尚
団

）



計画の実施状況 (産業廃棄物の種類 :廃油 )

実績値

02

000t

000t

000t

000t

0.2

02t

02

000t

000t

項 目

①排出量

②+①自ら再生利用を行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

⑦自ら中間処理により減量した量

③十⑨自ら埋立処分又は海洋投
入処分を行つた量

⑩全処理委託量

①優良認定処理業者への処理

委託量

⑫再生利用業者への処理委託量

廻 熱 回 収 認 定 業 者 へ の 処 理

委託量

⑭熱回収認定業者以外の熱回収
を行う業者への処理委託量

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

02⑫

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑬

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

⑭

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

020
∪

目ら中間処理した後

再生利用した量

③

自ら埋立処分又は

海洋投入処分した
量

直接及び自ら

中間処理した後の

処理委託量

02

後の残さ量
中

ら中間処理によ
り減量した量

自ら直接
再生利用した量

②

は海洋投入処分した量
又

した量

を行つた量

ち熱回収

有 償 物 量

排  出  量

02
①

不 要 物 等 発 生

（
部
Ｎ
団

）



産業廃棄物の処理状況フロー (別紙 1)

建設汚泥 ↓

↓

↓

↓

↓

委託処理 (脱水 ) ↓

↓

↓

↓

↓

委託処理 (上壌改良材として再利用)

紙くず 委託処理 (破砕 ) 委託処理 (再生口製紙原料)

木くず 委託処理 (破砕 ) 委託処理 (再生 :チップ)

繊維くず 委託処理 (破砕 ) 委託処理 (最終 :埋立 )

金属くず 委託処理 (破砕 ) 委託処理 (再生 :鉄鋼原料 )

ガラス・陶磁器くず → 委託処理 (破砕 )

廃石青ボード 委託処理 (破砕 )

コンクリートがら ↓　　　　　　　　　↓

委託処理 (破砕 ) ↓　　　　　　　　　↓

委託処理 (再生 :砕石)

アスコンがら 委託処理 (破砕 ) 委託処理 (再生 :砕石)

その他がれき 委託処理 (破砕 )

廃プラスチツク 委託処理 (破砕 )
→

混合 (安定型 ) ↓　　　　　　　　　↓

委託処理 (破砕 ) ↓
　　　　　　　　　↓

委託処理 (最終 :埋立 )

混合 (管理型 ) 委託処理 (破砕 ) 委託処理 (最終 :埋立 )

委託処理 (再生 :力

Sラ

スコプロツク原料 )

委託処理 (最終 :埋立)

委託処理 (再生 :製品原料)

委託処理 (最終 :埋立)

委託処理 (再生 :砕石)

委託処理 (最終 :埋立)

委託処理 (再生 :プラスチツク原料)

委託処理 (最終 :埋立)



産業廃棄物の一連の処理の工程 (建設工程 ) (別紙 1)

建設汚泥 委託処理 (セルト材料として再利用)

Ｆ

引

Ｌ

委託処理 (紙として再利用 )

紙くず
委託処理 (中間 :焼却 ) 委託処理 (最終 :埋立)

木くず
委託処理 (最終 :埋立)

Ｆ

引

Ｌ

委託処理 (燃料として再利用 )

繊維くず
委託処理 (中 間 :焼却 ) 委託処理 (最終 :埋立)

金属くず 委託処理 (金属資源として再利用)

Ｆ

引

Ｌ

委託処理 (ガラス原料として再利用)

ガラス・陶磁器くず

委託処理 (中間 :選別) 委託処理 (最終 :埋立)

廃石青ボード

委託処理 (最終 :埋立)

コンクリートがら

委託処理 (最終 :埋立)

アスコンがら ↓

　

↓

↓

↓

↓

　

↓

↓

↓

↓

↓

↓

委託処理 (最終 :埋立)

その他がれき 委託処理 (中間:選別口粉砕等) 委託処理 (最終 :埋立)

混合 (安定型) 委託処理 (中間 :選別日粉砕等 ) 委託処理 (最終 :埋立)

混合(管理型) 委託処理 (中 間 :選別日粉砕等 ) 委託処理 (最終 :埋立)

石綿含有産業廃棄物 委託処理 (最終 :埋立)

Ｆ

引

Ｌ

委託処理 (プラスチツク原料として再利用)

廃プラスチック類

委託処理 (中 間 :選別 ) 委託処理 (最終 :埋立)

委託処理 (燃料として再利用)

委託処理 (中 間 :選別)

委託処理 (建設資材として再利用 )

委託処理 (中間 :選別 )

委託処理 (建設資 として再利用 )

委託処理 (中 間 :選別 )

委託処理 (建設資材として再利用 )

委託処理 (中 間 :選別)

→



月暉甘饂2

理

1協 力 会 社 i

企画本部 土木本部 建築本部 線路本部

総務部

廃棄物担当部

本  社

:専務 (廃棄物担当役員)i

i支店長 (廃棄物処理統括責任者)i

総務課 土木課 建築課 軌道課

長崎支店

廃棄物処理

担当課

廃棄物処理

管理責任者

廃棄物処理

管理責任者

廃棄物処理

管理責任者

支 店 支 店

作作業所又は保線所

・作業所長(産業廃棄物責任者)

・保線所長(    ″   )

作業 作業 業



(第 3面 )

備考

1

2

3

翌年度の 6月 30日 までに提出すること。

「事業の種類」の欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。

「産業廃棄物処理計画における目標値」の欄には、項目ごとに、産業廃棄物処理計画に記載

した目標値を記入すること。

第2面には、前年度の産業廃棄物の処理に関して、①～⑭の欄のそれぞれに、 (1)か ら(10

に掲げる量を記入すること。

(1)①欄 当該事業場において生じた産業廃棄物の量

9)②欄 (1)の量のうち、中間処理をせず直接自ら再生利用した量

(3)③欄 (1)の量のうち、中間処理をせず直接自ら埋立処分又は海洋投入処分した量

傲)④欄 (1)の量のうち、自ら中間処理をした産業廃棄物の当該中間処理前の量

(5)⑤欄 他)の量のうち、熱回収を行った量

(9⑥欄 自ら中間処理をした後の量

(η ⑦欄 他)の量から(Dの量を差し引いた量

(勧 ③欄 (6)の量のうち、自ら利用し、又は他人に売却した量

①)③欄 (6)の量のうち、自ら埋立処分及び海洋投入処分した量

(10)⑩欄 中間処理及び最終処分を委託した量

(H)①欄 (10)の 量のうち、優良認定処理業者 (廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行令

第6条のH第 2号に該当する者)への処理委託量

(12)⑫欄 (10)の 量のうち、処理業者への再生利用委託量

(1働 ④欄 (10)の 量のうち、認定熱回収施設設置者 (廃棄物の処理及び清掃に関する法律

第15条 の3の 3第 1項の認定を受けた者)である処理業者への焼却処理委託量

(10⑭欄 (1い の量のうち、認定熱回収施設設置者以外の熱回収を行っている処理業者への

焼却処理委託量

第2面の左下の表には、項目ごとに、産業廃棄物処理計画に記載したそれぞれの実績値を記

入すること。

産業廃棄物の種類が2以上あるときは、産業廃棄物の種類ごとに、第2面の例により産業廃

棄物処理計画の実施状況を明らかにした書面を作成し、当該書面を添付すること。

※欄は記入しないこと。

4

5

6

7



様式第二号の九(第人条の四の六関係)

(第 1面)

産業廃乗物処理計画実施状況報告書

令和 5年  6月  27日

長崎県知事 大石 賢吾 殿

提出者

住 所  長崎県東彼杵郡川棚町百津郷296

氏 名  クアーズ冴ック株式会社 長崎事業所

(法人にあつては、名称及び代表者の氏名)

事業所長   佐藤 幸夫

電話番号  0956-82-2970

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第 12条第 10項の規定に基づき、令和3年度の産業廃棄物処

理計画の実施状況を報告しますさ

事 業 場 の 名 称 クアーズテック株式会社 長崎事業所

事 業 場 の 所 在 地 長崎県束彼杵郡川棚町百津郷 296

事 業 の 種 類 21 窯業・土石製品製造業

産業廃乗物処理計画における

計  画  期  間
令和 4年 4月 1日 ～令和 5年 3月 31日

産業廃棄物処理計画における目標値

項 目 目標値 項 目 目標値

排   出   量 2,674.497t 全 処 理 委 託 量 2,674.497t

自ら再生利用を行 う

産 業 廃 棄 物 の 量
Ot

優良認定処理業者への

処 理 委 託 量
2,217.857t

自 ら熱 回収 を行 う

産 業 廃 棄 物 の 量

再生利用業 へ の
459。 207tOt

処 理 委 託 量

自ら中間処理により減量する

産 業 廃 棄 物 の 量
Ot

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量
Ot

自 ら埋 立処 分 又 は

海洋投入処分 を行 う

産 業 廃 棄 物 の 量

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量

150.110tOt

※事務処理欄

(日 本工業規格 A列 4番 )



( 産業廃棄物の種類 : 廃プラスチック類  )

①のうち再生利用
業者への処理委託量

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託登

①のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

由ら直接処理した後
再生利用した量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

④のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

0

自ら中問処理した
後の残さ量

0

自ら中間処理によ
り減豊した量

0

①のうち熱回収
を行つた量

0

由ら直接
再生利用した量

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

0

自ら中間処理
した量

有償物量

排出量

t

不要物

実績値

491137t

0

0

0

項 目

①排出量

②+③
自ら再生利用を行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

⑦自ら中間処理により減量し
た量

③十⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

①全処理委託量

①優良認定処理業者への
処理委託量

(D再生利用業者への処理
委託量

〇熱回収認定業者への処理
委託量

⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

（
第

２
面

）



の (産業廃棄物の種類:ガラス・陶磁器くず  )

①のうち再生利用
業者への処理委託量

①のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託豊

自ら直接処理した後
再生利用した盈

自ら中間処理した後
由ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

直接及び自ら
中問処理した後の

処理委託量

①のうち優良認定
処理業者への
処理委託豊

自ら中間処理によ
り減量した量

0

0

自ら中間処理した
後の残さ量

自ら直接
再生利用した量

0

自ら直接埋立処分又は
海岸投入処分した霊

0

自ら中問処理
した量

0

④のうち熱回収
を行つた量

有償物量

排出量

不要物等

実績値

289.020t

0

0

0

項 目

①排出量

②+③
自ら再生利用を行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

⑦自ら中間処理により減量し
た量

③+⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

①優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

⑬熱回収認定業者への処理
委託量

①熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

（
第

２
面

）



1状況 (産業廃棄物の種類: 汚泥 )

実績値

2,239.862t

0

0

項 目

①排出量

②+③
自ら再生利用を行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

①自ら中間処理により減量し
た量

⑥+◎自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた豊

⑩金処理委託量

①優良認定処理業者への
処理委託量

⑭再生利用業者への処理
委託量

①熱回収認定業者への処理
委託量

⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

①のうち熱回収認定
業者への処理委託量

①のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

0

白ら直接処理した後
再生利用した量

白ら中問処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

①のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

0

自ら中間処理した
後の残さ量

自ら中問処理によ
り減量した量

自ら直接
再生利用した量

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した豊

①のうち熱回収
を行つた量

自ら中間処I翌

した量

有償物量

2,239.862t

排出量

不要物等発生

（
第

２
面

）



t況の ( 産業廃棄物の種類: 木くず )

④のうち再生利用
業者

^の
処理委託量

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託霊

①のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

◎
………
自ら直接処理した後
再生利用した量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

直接及び自ら
中問処理した後の

処理委託量

①のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

0

白ら中間処理した
後の残さ量

自ら中間処理によ
り減量した量

0

自ら直接
再生利用した豊

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した霊

0

自ら中間処理
した豊

0

0のうち熱回収
を行つた量

有償物量

Ot

排出量

不要物等発生量

実績値

89.930t

0

0

0

項 目

⑪排出量

②+⑤
自ら再生利用を行つた量

③自ら熱回収を行つた量

⑦自ら中間処理により減量し
た量

③+③自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

①優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

O熱回収認定業者への処理
委託量

④熱回収認定業者以タトの
熱回収を行う業者への処理
委託量

（
第

２
面

）



計画の冥方伍1) ( 産業廃棄物の種類: 廃油 )

実績値

0.830t

0

0

項 目

①排出量

②+③
自ら再生利用を行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

⑦自ら中間処理により減量し
た量

③+③自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

①全処理委託量

③優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

③熱回収認定業者への処理
委託量

⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

①のうち熱回収認定
業者への処理委託置

①のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

0

自ら直接処I里した後
再生利用した霊

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

直接及び自ら
中問処理した後の

処理委託量

①のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

0

自ら中間処理した
後の残さ霊

自ら中間処理によ
り減逆した量

自ら直接
再生利用した量

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

0

自ら中間処理
した登

0

0のうち熱回収
を行つた量

有償物量

排出量

0.830t①

不要物等発生

（
第

２
面

）



(産業廃棄物の種類:廃アルカリ )

実績値

4.150t

0

0

0

項 目

①排出量

②+③
自ら再生利用を行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

②自ら中間処理により減量し
た量        、

③+③自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

③優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

③熱回収認定業者への処理
委託量

⑬熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

0のうち再生利用
業者への処理委託最

①のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

自ら直接処理した後
再生利用した量

0③

自ら中問処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

直接及び自ら
中問処理した後の

処理委託量

①のうち優良認定
処理業者への
処理委託豊

0

自ら中間処理した
後の残さ量

0

自ら中間処理によ
り減豊した量

0

自ら直接
再生利用した量

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した盈

0

由ら中間処理

した登

0

0のうち熱回収
を行つた量

有償物量

排出量

4.150t

不要物等発生量

（
第

２

面

）



(況 ( 産業廃棄物の種類 : 廃酸 )

実績値

0.004t

0

0

0

項 目

①排出量

②+③
自ら再生利用を行つた量

⑤ 自ら熱回収を行つた量

⑦自ら中間処理により減量し
た量

③+③自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

①熱回収認定業者への処理
委託量

①熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

①のうち再生利用
業者への処理委託量

①のうち熱回収認定
業者への処理委託量

①のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

①のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

0

自ら直接処理した後
再生利用した黄

自ら中問処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

直接及び自ら
中Fn号 処理した後の

処理委託盤

0

自ら中問処理した
後の残さ量

によ処理

減量した量
中間ちヽ

り

自

0

0のうち熱回収
をそiつた豊

0

自ら直接
再生利用した豊

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

0

自ら中間処理
した量

有償物量

排出量

① O.004t

不要物等発生量

（
第

２
面

）



の ( 産業廃棄物の種類: 特管廃油 )

実績値

1,230t

0

0

項 目

①排出量

②+③
自ら再生利用を行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

⑦自ら中問処理により減量し
た量

③+③自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

④優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

④熱回収認定業者べの処理
委託量

①熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

①のうち再生利用
業者への処理委託量

①のうち熱回収認定
業者への処理委託量

①のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

自ら直接処理した後
再生利用した豊

0①

自ら中問処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

①のうち優良認定
処理業者今の
処理委託量

0

自ら中問処理した
後の残さ豊

自ら中間処理によ
り減量した豊

0

自ら直接
再生利用した量

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

0

自ら中間処理
した豊

0

0のうち熱回収
を行つた壷

有償物量

排出量

1.230t

不要物等発生量

（
第

２
面

）



ミ施状況の ( 産業廃棄物の種類: 特管廃酸 )

①のうち再生利用
業者への処理委託量

①のうち熱回収認定
業者への処理委託量

①のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

0

自ら直接処理した後
再生利用した量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

0

自ら中間処理した
後の残さ量

自ら中間処理によ
り減量した量

0

0

自ら中問処理
した量

0

りのうち熱回収
を行つた登

由ら直接
再生利用した量

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量排出量

0,277t

有償物量

不要物等発生

実績値

0.277t

0

0

項 目

Q)排出量

②+⑤
自ら再生利用を行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

⑦自ら中問処理により減景し
た量

③+③自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

O優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

⑬熱回収認定業者への処理
委託量

⑩熱回収認定業者以外の

熱回収を行う業者への処理

委託量

（
第

２
面

）



様式第二号の九（第八条の四の六関係）

長崎県知事 殿

提出者

(法人にあっては、名称及び代表者の氏名)

 産業廃棄物処理計画における目標値

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

(日本産業規格　Ａ列4番）

※事務処理欄

自ら中間処理により減量
す る 産 業 廃 棄 物 の 量

認定熱回収業者への
処 理 委 託 量

自 ら 埋 立 処 分 又 は
海 洋 投 棄 処 分 を 行 う
産 業 廃 棄 物 の 量

認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への
処 理 委 託 量

自 ら 再 生 利 用 を 行 う
産 業 廃 棄 物 の 量

優良認定処理業者への
処 理 委 託 量

791.77

自 ら 熱 回 収 を 行 う
産 業 廃 棄 物 の 量

再 生 利 用 業 者 へ の
処 理 委 託 量

1,143.22

排 出 量 1,143.22 全 処 理 委 託 量 1,143.22

事 業 場 の 所 在 地 福岡県福岡市中央区渡辺通4-10-10

事 業 の 種 類 06　総合建設業

産業廃棄物処理計画における
計 画 期 間

令和4年4月1日～令和5年3月31日

項目 目標値 項目 目標値

事 業 場 の 名 称 株式会社熊谷組　九州支店

（第1面）

産業廃棄物処理計画実施状況報告書

令和5年6月2日

住 所 福岡県福岡市中央区渡辺通4-10-10

氏 名 株式会社熊谷組　九州支店

支店長　山下　正治

電話番号 092-721-0158

　廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第10項の規定に基づき、令和4年度の産業廃棄物

処理計画の実施状況を報告します。



汚泥） （単位： トン）

② ⑧

排出量

①

0.11

③ ⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

⑫

0.11

実績値
自ら中間処理した

後の残さ量

0.11

④ ⑥ ⑨

0.00

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

0.00

自ら中間処理によ
り減量した量

⑬

0.00

⑤ ⑦

0.00

⑩

0.11

0.00

⑭

0.11

0.00

⑪

0.00

⑬熱回収認定業者への処
理委託量

⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

0.11

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量⑩全処理委託量

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

②＋⑧自ら再生利用を
行った量

⑤自ら熱回収を行った量
④のうち熱回収

を行った量 直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量⑦自ら中間処理により減
量した量

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

(第
２

面
）

項目
自ら中間処理

した量

①排出量

自ら中間処理した後
再生利用した量

計画の実施状況 （産業廃棄物の種類：

有償物量

不要物等発生量

自ら直接
再生利用した量



廃プラスチック類） （単位： トン）

② ⑧

排出量

①

57.89

③ ⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

⑫

57.89

実績値
自ら中間処理した

後の残さ量

57.89

④ ⑥ ⑨

0.00

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

0.00

自ら中間処理によ
り減量した量

⑬

0.00

⑤ ⑦

0.00

⑩

57.89

57.89

⑭

57.89

0.00

⑪

0.00

⑬熱回収認定業者への処
理委託量 57.89
⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

57.89

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量⑩全処理委託量

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

②＋⑧自ら再生利用を
行った量

⑤自ら熱回収を行った量
④のうち熱回収

を行った量 直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量⑦自ら中間処理により減
量した量

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

(第
２

面
）

項目
自ら中間処理

した量

①排出量

自ら中間処理した後
再生利用した量

計画の実施状況 （産業廃棄物の種類：

有償物量

不要物等発生量

自ら直接
再生利用した量



紙くず） （単位： トン）

② ⑧

排出量

①

13.53

③ ⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

⑫

13.53

実績値
自ら中間処理した

後の残さ量

13.53

④ ⑥ ⑨

0.00

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

0.00

自ら中間処理によ
り減量した量

⑬

0.00

⑤ ⑦

0.00

⑩

13.53

13.53

⑭

13.53

0.00

⑪

0.00

⑬熱回収認定業者への処
理委託量 13.53
⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

13.53

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量⑩全処理委託量

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

②＋⑧自ら再生利用を
行った量

⑤自ら熱回収を行った量
④のうち熱回収

を行った量 直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量⑦自ら中間処理により減
量した量

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

(第
２

面
）

項目
自ら中間処理

した量

①排出量

自ら中間処理した後
再生利用した量

計画の実施状況 （産業廃棄物の種類：

有償物量

不要物等発生量

自ら直接
再生利用した量



木くず） （単位： トン）

② ⑧

排出量

①

667.43

③ ⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

⑫

667.43

実績値
自ら中間処理した

後の残さ量

667.43

④ ⑥ ⑨

0.00

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

0.00

自ら中間処理によ
り減量した量

⑬

0.00

⑤ ⑦

0.00

⑩

667.43

256.58

⑭

667.43

0.00

⑪

0.00

⑬熱回収認定業者への処
理委託量 256.58
⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

667.43

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量⑩全処理委託量

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

②＋⑧自ら再生利用を
行った量

⑤自ら熱回収を行った量
④のうち熱回収

を行った量 直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量⑦自ら中間処理により減
量した量

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

(第
２

面
）

項目
自ら中間処理

した量

①排出量

自ら中間処理した後
再生利用した量

計画の実施状況 （産業廃棄物の種類：

有償物量

不要物等発生量

自ら直接
再生利用した量



繊維くず） （単位： トン）

② ⑧

排出量

①

0.04

③ ⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

⑫

0.04

実績値
自ら中間処理した

後の残さ量

0.04

④ ⑥ ⑨

0.00

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

0.00

自ら中間処理によ
り減量した量

⑬

0.00

⑤ ⑦

0.00

⑩

0.04

0.04

⑭

0.04

0.00

⑪

0.00

⑬熱回収認定業者への処
理委託量 0.04
⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

0.04

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量⑩全処理委託量

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

②＋⑧自ら再生利用を
行った量

⑤自ら熱回収を行った量
④のうち熱回収

を行った量 直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量⑦自ら中間処理により減
量した量

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

(第
２

面
）

項目
自ら中間処理

した量

①排出量

自ら中間処理した後
再生利用した量

計画の実施状況 （産業廃棄物の種類：

有償物量

不要物等発生量

自ら直接
再生利用した量



金属くず） （単位： トン）

② ⑧

排出量

①

10.62

③ ⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

⑫

10.62

実績値
自ら中間処理した

後の残さ量

10.62

④ ⑥ ⑨

0.00

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

0.00

自ら中間処理によ
り減量した量

⑬

0.00

⑤ ⑦

0.00

⑩

10.62

10.62

⑭

10.62

0.00

⑪

0.00

⑬熱回収認定業者への処
理委託量 10.62
⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

10.62

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量⑩全処理委託量

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

②＋⑧自ら再生利用を
行った量

⑤自ら熱回収を行った量
④のうち熱回収

を行った量 直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量⑦自ら中間処理により減
量した量

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

(第
２

面
）

項目
自ら中間処理

した量

①排出量

自ら中間処理した後
再生利用した量

計画の実施状況 （産業廃棄物の種類：

有償物量

不要物等発生量

自ら直接
再生利用した量



ガラス陶磁器等くず） （単位： トン）

② ⑧

排出量

①

3.30

③ ⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

⑫

3.30

実績値
自ら中間処理した

後の残さ量

3.30

④ ⑥ ⑨

0.00

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

0.00

自ら中間処理によ
り減量した量

⑬

0.00

⑤ ⑦

0.00

⑩

3.30

3.30

⑭

3.30

0.00

⑪

0.00

⑬熱回収認定業者への処
理委託量 3.30
⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

3.30

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量⑩全処理委託量

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

②＋⑧自ら再生利用を
行った量

⑤自ら熱回収を行った量
④のうち熱回収

を行った量 直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量⑦自ら中間処理により減
量した量

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

(第
２

面
）

項目
自ら中間処理

した量

①排出量

自ら中間処理した後
再生利用した量

計画の実施状況 （産業廃棄物の種類：

有償物量

不要物等発生量

自ら直接
再生利用した量



コンクリート片） （単位： トン）

② ⑧

排出量

①

632.73

③ ⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

⑫

632.73

実績値
自ら中間処理した

後の残さ量

632.73

④ ⑥ ⑨

0.00

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

0.00

自ら中間処理によ
り減量した量

⑬

0.00

⑤ ⑦

0.00

⑩

632.73

632.73

⑭

632.73

0.00

⑪

0.00

⑬熱回収認定業者への処
理委託量 632.73
⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

632.73

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量⑩全処理委託量

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

②＋⑧自ら再生利用を
行った量

⑤自ら熱回収を行った量
④のうち熱回収

を行った量 直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量⑦自ら中間処理により減
量した量

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

(第
２

面
）

項目
自ら中間処理

した量

①排出量

自ら中間処理した後
再生利用した量

計画の実施状況 （産業廃棄物の種類：

有償物量

不要物等発生量

自ら直接
再生利用した量



アス・コン片） （単位： トン）

② ⑧

排出量

①

1,070.00

③ ⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

⑫

1,070.00

実績値
自ら中間処理した

後の残さ量

1,070.00

④ ⑥ ⑨

0.00

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

0.00

自ら中間処理によ
り減量した量

⑬

0.00

⑤ ⑦

0.00

⑩

1,070.00

1,070.00

⑭

1,070.00

0.00

⑪

0.00

⑬熱回収認定業者への処
理委託量 1,070.00
⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

1,070.00

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量⑩全処理委託量

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

②＋⑧自ら再生利用を
行った量

⑤自ら熱回収を行った量
④のうち熱回収

を行った量 直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量⑦自ら中間処理により減
量した量

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

(第
２

面
）

項目
自ら中間処理

した量

①排出量

自ら中間処理した後
再生利用した量

計画の実施状況 （産業廃棄物の種類：

有償物量

不要物等発生量

自ら直接
再生利用した量



その他がれき類） （単位： トン）

② ⑧

排出量

①

294.08

③ ⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

⑫

294.08

実績値
自ら中間処理した

後の残さ量

294.08

④ ⑥ ⑨

0.00

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

0.00

自ら中間処理によ
り減量した量

⑬

0.00

⑤ ⑦

0.00

⑩

294.08

294.08

⑭

294.08

0.00

⑪

0.00

⑬熱回収認定業者への処
理委託量 294.08
⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

294.08

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量⑩全処理委託量

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

②＋⑧自ら再生利用を
行った量

⑤自ら熱回収を行った量
④のうち熱回収

を行った量 直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量⑦自ら中間処理により減
量した量

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

(第
２

面
）

項目
自ら中間処理

した量

①排出量

自ら中間処理した後
再生利用した量

計画の実施状況 （産業廃棄物の種類：

有償物量

不要物等発生量

自ら直接
再生利用した量



(第3面）

備考

1 　翌年度の6月30日までに提出すること。

2 　「事業の種類」の欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。

3 　「産業廃棄物処理計画における目標値」の欄には、項目ごとに、産業廃棄物処理計画に記載

した目標値を記入すること。

4 　第2面には、前年度の産業廃棄物の処理に関して、①～⑭の欄のそれぞれに、(1)から(14)

に掲げる量を記入すること。

(1)　①欄　当該事業場において生じた産業廃棄物の量

(2)  ②欄　(1)の量のうち、中間処理をせず直接自ら再生利用した量

(3)  ③欄　(1)の量のうち、中間処理をせず直接自ら埋立処分又は海洋投入処分した量

(4)　④欄　(1)の量のうち、自ら中間処理をした産業廃棄物の当該中間処理前の量

(5)　⑤欄　(4)の量のうち、熱回収を行った量

(6)　⑥欄　自ら中間処理をした後の量

(７)　⑦欄　(4)の量から(6)の量を差し引いた量

(8)　⑧欄　(6)の量のうち、自ら利用し、又は他人に売却した量

(9)  ⑨欄　(6)の量のうち、自ら埋立処分及び海洋投入処分した量

(10) ⑩欄　中間処理及び最終処分を委託した量

(11) ⑪欄　(10)の量のうち、優良認定処理業者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行令

第６条の11第２号に該当する者）への処理委託量

(12) ⑫欄　(10)の量のうち、処理業者への再生利用委託量

(13) ⑬欄  (10)の量のうち、認定熱回収施設設置者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律

第15条の３の３第１項の認定を受けた者）である処理業者への焼却処理委託量

(14) ⑭欄  (10)の量のうち、認定熱回収施設設置者以外の熱回収を行っている処理業者への

焼却処理委託量

5 　第２面の左下の表には、項目ごとに、産業廃棄物処理計画に記載したそれぞれの実績値を記

入すること。

6 　産業廃棄物の種類が２以上あるときは、産業廃棄物の種類ごとに、第２面の例により産業廃

棄物処理計画の実施状況を明らかにした書面を作成し、当該書面を添付すること。

7 　※欄には、何も記入しないこと。



2様式第二号の九 (第人条の四の六関係 )

(第 1面 )

提出者

住 所 佐賀県伊万里市東山代町長浜 2150番 地 1

氏 名 株式会社 古賀物産

代表取締役 古賀政博

電 話 番 号  0955-23-4188
基 0と X

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第 12条第 10項の規定に基づき、多O― 年度の産業廃棄物

処理計画の実施状況を報告します。

産業廃棄物処理計画実施状況報告書

2023オ手  6月  1日

長崎県知事 大石 賢吾 殿

事 業 場 の 名 称 株式会社 古賀物産 コガ生コン 諫早工場

事 業 場 の 所 在 地 長崎県諫早市飯盛町佐田1041-1

E21窯 業・土石製品業事 業 の 種 類

2028年  3月  81日2022年  4月  1日産業廃棄物処理計画における

計  画  期  間

tt

t

tt

tt

項 目

1,000  t

1,000  t

全 処 理 委 託 量

目標値 目標値

産業廃棄物処理計画における目標値

項 目

排    出   量 1,000  t

自ら再生利用 を行 う

産 業 廃 棄 物 の 量

自 ら埋 立 処 分 又 は

海洋投入処分を行 う

産 業 廃 棄 物 の 量

自 ら熱 回 収 を行 う

産 業 廃 棄 物 の 量

自ら中間処理により減量する

産 業 廃 棄 物 の 量

優良認定処理業者への

処 理 委 託 量

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量

再生利用業者への

処 理 委 託 量

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量

石※事務処理欄

(日 本工業規格



計画の実施状況 (産業廃棄物の種類 )

実績値

2,424

0

0

0

0

0

0

0

0

0

項 目

①排出量

②十① 自ら再生利用を

行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

⑦ 自ら中間処理により減

量 した量

③十③自ら埋立処分又は

海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

⑪優良認定処理業者への

処理萎託量

⑫再生利用業者への処理

委託量

⑬熱回収認定業者への処

理委託量

⑭熱回収認定業者以外の

熱回収を行 う業者への処

理委託量

⑩の うち再生利用
業者への処理委託畳

⑫

⑩のうち熱回収認定

業者への処理委託量

⑬

⑩の うち熱回収認定

業者以外の

熱回収を行 う業者
への処理委託量

⑭

自ら中間処理 した後

自ら埋立処分又は

海洋投入処分 した量

③

直接及び 自ら

中間処理 した後の

処理委託量

⑩

⑩の うち優良認定

処理業者への

処理委託量

①

自ら中間処理 した後

再生利用 した量

③

自ら中間処理 した

の残さ量

⑥

量 した量り

自ら中間処理によ

⑦

自ら直接

再生利用 した量

②

自ら直接埋立処分又は

海洋投入処分した量

③

自ら中間処理

した

④

④のうち熱回収
つ た

⑤

排  出  量

2,424
①

有 償 物 量

不要物等発生量

（削

Ｎ
引
）



(第 3面 )

備考

1 翌年度の 6月 30日 までに提出すること。

2 「事業の種類」の欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。

3 「産業廃棄物処理計画における目標値」の欄には、項目ごとに、産業廃棄物処理計画に記載

した目標値を記入すること。

4 第 2面には、前年度の産業廃棄物の処理に関して、①～⑭の欄のそれぞれに、(1)か ら(14)

に掲げる量を記入すること。

(1)①欄 当該事業場において生じた産業廃棄物の量

(2)②欄 (1)の量のうち、中間処理をせず直接自ら再生利用した量

(3)③欄 (1)の量のうち、中間処理をせず直接自ら埋立処分又は海洋投入処分した量

(4)④欄 (1)の量のうち、自ら中間処理をした産業廃棄物の当該中間処理前の量

(5)⑤欄 (4)の 量のうち、熱回収を行った量

(6)⑥欄 自ら中間処理をした後の量

(7)⑦欄 (4)の 量から(6)の量を差し引いた量

(8)③欄 (6)の量のうち、自ら利用し、又は他人に売却した量

(9)③欄 (6)の量のうち、自ら埋立処分及び海洋投入処分した量

(10)⑩欄 中間処理及び最終処分を委託した量

(11)①欄 (10)の量のうち、優良認定処理業者 (廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行令

第 6条の11第 2号に該当する者)への処理委託量

(12)⑫欄 (10)の量のうち、処理業者への再生利用委託量

(13)⑬欄 (10)の量のうち、認定熱回収施設設置者 (廃棄物の処理及び清掃に関する法律

第15条の3の 3第 1項の認定を受けた者)である処理業者への焼却処理委託量

(14)⑭欄 (10)の量のうち、認定熱回収施設設置者以外の熱回収を行つている処理業者への

焼去―Π処理委託量

5 第 2面の左下の表には、項目ごとに、産業廃棄物処理計画に記載したそれぞれの実績値を記

入すること。

6 産業廃棄物の種類が2以上あるときは、産業廃棄物の種類ごとに、第 2面の例により産業廃

棄物処理計画の実施状況を明らかにした書面を作成し、当該書面を添付すること。

7 ※欄は記入しないこと。



















様式第二号の九 (第八条の四の六関係)

(第 1面 )

提出者

住 所 長崎県長崎市興善町 2番 8号

氏 名 株式会社 西海建設

代表取締役 寺澤孝憲

(法人にあっては、名称及び代表者の氏名)

電話番号 095-8251413

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第 12条第 10項の規定に基づき、令和4年度の産業廃棄物

処理計画の実施状況を報告します。

産業廃棄物処理計画実施状況報告書

令和5年 6月 7日

長崎県知事 大石 賢吾 殿

株式会社 西海建設事 業 場 の 名 称

長崎県長崎市興善町 2番 8号事 業 場 の 所 在 地

総合建設業事 業 の 種 類

令和4年 4月 1日 ～令和5年 3月 31日産業廃棄物処理計画 における

計   画   期   間

目標値目標値 項 目

全 処 理 委 託 量出 量t,F

t

t

tt

tt

7,689。 67  t7,689.67  t

85,37  t

7,673.20  t

産業廃棄物処理計画における目標値

項 目

う
量

行

の
を用

物
利
棄

生
廃

再ら
業

自
産

優良認定処理業者への

処  理  委  託 量

の
量

ヘ者
託麟委

利
理

生再
処

う
量

行

の
を

物
酬
棄

熱
廃

ら
業

自
産

自 ら中間処 理 によ り減 量

す る 産 業 廃 棄 物 の 量

自 ら 埋 立 処 分 又 は

海 洋 投 棄 処 分 を 行 う

産 業 廃 棄 物 の 量

認定 熱 回収業者への

処  理  委  託 量

認定熱回収業者以外の

熱回収を行 う業者への

処  理 委  託 量

※事務処理欄

（ヨ（ｂ一ｂ】

(日 本産業規格 A列



計画の実施状況 (産業廃棄物の種類 :汚泥) (単位 :トン)

⑭

①

実績値

5_72

000

000

0.00

000

572

000

572

000

000

項 目

①排出量

②+③ 自ら再生利用を
行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

⑦自ら中間処理により減
量した量

③十③自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

⑬熱回収認定業者への処
理委託量

⑭熱回収認定業者以外の

熱回収を行う業者への処
理委託量

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

572

直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

5,72

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

自ら中間処理した後
再生利用した量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

自ら中間処理によ
り減量した量

自ら中間処理した

後の残さ量
自ら中間処理

した量

④のうち熱回収
を行つた量

自ら直接
再生利用した量

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

⑤

排出量

572

有償物量

不要物等発生量

（韻
Ｎ
酬
）



計画の実施状況 (産業廃棄物の種類 :廃プラスチック類) (単位 :トン)

⑩

⑭

①

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

4019

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

1663

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

4019

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

自ら中間処理した後
再生利用した量

自ら中間処理した

後の残さ量

自ら中間処理によ
り減量した量

自ら直接
再生利用した量

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

自ら中間処理
した量

④のうち熱回収
を行つた量

⑤

有償物量

排出量

4019

不要物等発生量

実績値

4019

000

0.00

000

000

40.19

16.63

4019

0.00

000

項 目

③排出量

②十③自ら再生利用を
行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

⑦自ら中間処理により減
量した量

③+⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

①優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

⑬熱回収認定業者への処
理委託量

⑭熱回収認定業者以外の

熱回収を行う業者への処
理委託量

（削
囀
副
）



計画の実施状況 (産業廃棄物の種類 :紙くず) (単位 :トン)

⑩

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

0.30

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

030

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

030

自ら中間処理した後
再生利用した量

自ら中間処理した

後の残さ量

自ら中間処理によ
り減量した量

④のうち熱回収
を行つた量

自ら直接
再生利用した量

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

自ら中間処理
した量

有償物量

排出量

030

不要物等発生量

実績値

0_30

000

000

000

000

0.30

0.30

030

0_00

000

項 目

①排出量

②十③自ら再生利用を
行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

⑦自ら中間処理により減
量した量

③十③自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

①優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

⑬熱回収認定業者への処
理委託量

⑭熱回収認定業者以外の

熱回収を行う業者への処
理委託量

（削
Ｎ
副
）



計画の実施状況 (産業廃棄物の種類 :木くず) (単位 :トン)

⑭

①

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

8307

直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

83.07

⑩のうち優良認定
処理業者への

処理委託量

4208

自ら中間処理した後
再生利用した量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量自ら中間処理した

後の残さ量

自ら中間処理によ
り減量した量

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

自ら中間処理
した量

④のうち熱回収
を行つた量

自ら直接
再生利用した量

⑤

排出量

8307

有償物量

不要物等発生量

実績値

8307

000

000

0.00

0.00

8307

4208

8307

000

000

項 目

①排出量

②十③自ら再生利用を
行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

⑦自ら中間処理により減
量した量

③+③自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

⑬熱回収認定業者への処
理委託量

⑭熱回収認定業者以外の

熱回収を行う業者への処
理委託量

（削
Ｎ
副
）



計画の実施状況 (産業廃棄物の種類 :金属くず) (単位 :トン)

①

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

4340

直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

4340

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

4125

自ら中間処理した後
再生利用した量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

自ら中間処理によ
り減量した量

自ら中間処理した

後の残さ量
自ら中間処理

した量

④のうち熱回収
を行った量

自ら直接
再生利用した量

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

⑤

排出量

4340

有償物量

不要物等発生量

実績値

4340

000

0_00

000

000

4340

4125

43_40

0_00

000

項 目

①排出量

②+⑥自ら再生利用を
行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

⑦自ら中間処理により減
量した量

③+⑨ 自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

③優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

⑬熱回収認定業者への処
理委託量

⑭熱回収認定業者以外の

熱回収を行う業者への処
理委託量

（韻
Ю
副
）



計画の実施状況 (産業廃棄物の種類:ガラス陶磁器等くず) (単位 :トン)

⑩

⑭

①

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

5,468_00

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

900

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

自ら中間処理した後
再生利用した量

自ら中間処理した

後の残さ量

自ら中間処理によ
り減量した量

自ら直接
再生利用した量

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

自ら中間処理
した量

④のうち熱回収
を行った量

⑤

有償物量

排出量

546800

不要物等発生量

実績値

5,46800

000

000

000

0.00

5,468.00

900

546800

000

000

項 目

③排出量

②+③自ら再生利用を
行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

⑦自ら中間処理により減
量した量

③+⑨ 自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

①優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

①熱回収認定業者への処
理委託量

⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

（韻
Ｎ
酬
）



計画の実施状況 (産業廃棄物の種類 :コンクリート片) (単位 :トン)

⑩

⑭

①

実績値

1_53170

000

000

000

000

1.53170

000

1.53170

000

000

項 目

①排出量

②+③自ら再生利用を
行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

⑦自ら中間処理により減
量した量

③十⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

①優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

①熱回収認定業者への処
理委託量

廼熱回収認定業者以外の

熱回収を行う業者への処
理委託量

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

153170

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

自ら中間処理した後
再生利用した量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

170

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

自ら中間処理した
後の残さ量

自ら中間処理によ
り減量した量

自ら直接
再生利用した量

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

自ら中間処理
した量

④のうち熱回収
を行つた量

⑤

有償物量

排出量

1,531.70

不要物等発生量

（韻
Ｎ
副
）



計画の実施状況 (産業廃棄物の種類 :アス・コン片) (単位 :トン)

⑩

⑭

①

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

1,14882

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

14882

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

自ら中間処理した後
再生利用した量

自ら中間処理した

後の残さ量

自ら中間処理によ
り減量した量

自ら直接
再生利用した量

自ら直接埋立処分又は

海洋投入処分した量

自ら中間処理
した量

④のうち熱回収
を行つた量

⑤

有償物量

排出量

1 148.82

不要物等発生量

実績値

1.14882

000

000

000

000

1,148_32

0.00

1,14882

000

000

項 目

③排出量

②十③自ら再生利用を
行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

⑦自ら中間処理により減
量した量

③十③自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

①優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

⑬熱回収認定業者への処
理委託量

⑭熱回収認定業者以外の

熱回収を行う業者への処
理委託量

（削
Ｎ
副
）



計画の実施状況 (産業廃棄物の種類 :その他がれき類 ) (単位 :トン)

⑩

⑭

①

実績値

14445

0_00

000

000

000

144_45

111_00

14445

000

000

項 目

①排出量

②十③自ら再生利用を
行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

⑦自ら中間処理により減
量した量

③+⑨
海洋投

自ら埋立処分又は
入処分を行つた量

⑩全処理委託量

①優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

⑬熱回収認定業者への処
理委託量

⑭熱回収認定業者以外の

熱回収を行う業者への処
理委託量

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

14445

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

14445

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

11100

自ら中間処理した後
再生利用した量

自ら中間処理した
後の残さ量

自ら中間処理によ
り減量した量

自ら直接
再生利用した量

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

自ら中間処理
した量

①のうち熱回収
を行つた量

⑤

有償物量

排出量

14445

不要物等発生量

（韻
］
副
）



計画の実施状況 (産業廃棄物の種類 :建設混合廃棄物 (管理型)) (単位 :トン)

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

4277

4277

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

2301

自ら中間処理した後
再生利用した量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

自ら中間処理によ
り減量した量

自ら中間処理した
後の残さ量

自ら中間処理
した量

①のうち熱回収
を行つた量

自ら直接
再生利用した量

自ら直接埋立処分又は

海洋投入処分した量排出量

4277

有償物量

不要物等発生量

実績値

4277

000

000

000

000

4277

23_01

4277

0_00

000

項 目

①排出量

②十③自ら再生利用を
行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

⑦自ら中間処理により減
量した量

③キ③自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

①優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

⑬熱回収認定業者への処
理委託量

⑭熱回収認定業者以外の

熱回収を行う業者への処
理委託量

（韻
Ｎ
副
）



(第 3面 )

備考

1

2

3

4

5

6

翌年度の6月 30日 までに提出すること。

「事業の種類」の欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。

「産業廃棄物処理計画における目標値」の欄には、項目ごとに、産業廃棄物処理計画に記載

した目標値を記入すること。

第2面には、前年度の産業廃棄物の処理に関して、①～⑭の欄のそれぞれに、(1)から(14)

に掲げる量を記入すること。

(1)①欄 当該事業場において生じた産業廃棄物の量

(2)②欄 (1)の量のうち、中間処理をせず直接自ら再生利用した量

(3)③欄 (1)の量のうち、中間処理をせず直接自ら埋立処分又は海洋投入処分した量

(4)④欄 (1)の量のうち、自ら中間処理をした産業廃棄物の当該中間処理前の量

(5)⑤欄 (4)の量のうち、熱回収を行つた量

(6)⑥欄 自ら中間処理をした後の量

(7)⑦欄 (4)の量から(6)の量を差し引いた量

(8)③欄 (6)の量のうち、自ら利用し、又は他人に売去日した量

(9)⑨欄 (6)の量のうち、自ら埋立処分及び海洋投入処分した量

(10)⑩欄 中間処理及び最終処分を委託した量

(11)①欄 (10)の量のうち、優良認定処理業者 (廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行令

第6条のH第2号に該当する者)への処理委託量

(12)⑫欄 (10)の量のうち、処理業者への再生利用委託量

(13)①欄 (10)の量のうち、認定熱回収施設設置者 (廃棄物の処理及び清掃に関する法律

第15条の3の 3第 1項の認定を受けた者)である処理業者への焼却処理委託量

(14)⑭欄 (10)の量のうち、認定熱回収施設設置者以外の熱回収を行つている処理業者への

焼却処理委託量

第2面の左下の表には、項目ごとイこ、産業廃棄物処理計画に記載したそれぞれの実績値を記

入すること。

産業廃棄物の種類が2以上あるときは、産業廃棄物の種類ごとに、第2面の例により産業廃

棄物処理計画の実施状況を明らかにした書面を作成し、当該書面を添付すること。

※欄には、何も記入しなヤヽこと。7



様式第二号の九(第八条の四の六関係)

(第１面)

産業廃棄物処理計画実施状況報告書

令和5年6月28日

長崎県知事 大石 賢吾 殿

提出者                  

住 所 長崎県北松浦郡佐々町本田原免168番地2

         氏 名 佐々町下水道事業

佐々町長 古庄 剛

電話番号 0956-62-2101（代表）

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第10項の規定に基づき、令和３年度の産業廃棄物処

理計画の実施状況を報告します。

事 業 場 の 名 称 佐々浄化管理センター

事 業 場 の 所 在 地 長崎県北松浦郡佐々町小浦免41番地3

事 業 の 種 類 下水道施設維持管理業（日本標準産業分類番号 3631）

産業廃棄物処理計画における

計 画 期 間
令和4年4月1日～令和5年3月31日

産業廃棄物処理計画における目標値

項目 目標値 項目 目標値

排 出 量 1,700ｔ 全 処 理 委 託 量 1,700ｔ

自ら再生利用を行う

産 業 廃 棄 物 の 量
ｔ

優良認定処理業者への

処 理 委 託 量
ｔ

自ら熱回収を行う

産 業 廃 棄 物 の 量
ｔ

再生利用業者への

処 理 委 託 量
1,700ｔ

自ら中間処理により減量する

産 業 廃 棄 物 の 量
ｔ

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量
ｔ

自ら埋立処分又は

海洋投入処分を行う

産 業 廃 棄 物 の 量

ｔ

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量

ｔ

※事務処理欄

(日本産業規格 Ａ列４番)



（ 産業廃棄物の種類：下水道汚泥（脱水ｹｰｷ））

② ⑧

① ③

⑫

④ ⑥ ⑨

⑬

⑤ ⑦

⑩

⑭

⑪

（
第
２
面

）

計画の実施状況

有償物量

自ら直接
再生利用した量

自ら直接処理した後
再生利用した量

不要物等発生量

排出量
自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

1,840.5t

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分した量

自ら中間処理
した量

自ら中間処理した
後の残さ量

100

④のうち熱回収
を行った量

自ら中間処理によ
り減量した量

直接及び自ら
中間処理した後の
処理委託量

1,840.5t

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

1,840.5t

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

項目 実績値

①排出量 1,840.5t

②＋⑧
自ら再生利用を行った量

0

⑤自ら熱回収を行った量 0

⑦自ら中間処理により減量し
た量

0

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

0

⑩全処理委託量 1,840.5t

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

0

⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

0

⑫再生利用業者への処理
委託量

1,840.5t

⑬熱回収認定業者への処理
委託量

0



様式第二号の九 (第人条の四の六関係)

(第 主面)

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第 12条第 10項の規定に基づき、令和曽年度の産業廃棄物処

理計画の実施状況を報告 します。

産業廃棄物処理計画実施状況報告書

令不日 5年 6月 上
″

日

長崎県知事 大石 賢吾 殿

提出者

住 所 長崎県 長崎市 大橋町 2

氏 名 株式会社 三基

代表取締役 山口 雅二

事 業 場 の 名 称 株式会社 三基

事 業 場 の 所 在 地 長崎県長崎市大橋町22番14号

事 業 の 種 類 06総合工事業

産業廃棄物処理計画における

計  画  期  間
令和4年4月 1日 ～令和5年 3月 31日

目標値

159,6t

33,08t0.Ot

0,Ot 126.52t

0,Ot 0.Ot

0.Ot 0.Ot

項 目

全 処 理 委 託 量

目標値

159,6t

産業廃棄物処理計画における目標値

項 目

排   出   量

自ら再生利用 を行 う

産 業 廃 棄 物 の 量

自 ら埋 立 処 分 又 は

海洋投入処分 を行 う

産 業 廃 棄 物 の 量

自 ら熱 回 収 を 行 う

産 業 廃 棄 物 の 量

自ら中間処理により減量する

産 業 廃 棄 物 の 量

優良認定処理業者への

処 理 委 託 量

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量

再生利用業者への

処 理 委 託 量

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量

※事務処理欄

-5:6127
(日 本工業規格



計画の実施状況 (産 業 廃 棄 物 の 種 類 コンクリー ト殻

不要物等発生量

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

0.00 t
③

⑩のうち熱回収認定
業者以外への
処理委託量

0.00
t⑭

⑩のうち再生利用業者
への処理委託量

⑫
l13.65     t

自ら中間処理した後
再生利用した量

0,00 t
③

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

t
(》
     0,00

直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

⑩
124.75     t

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

ll.10 t
①

自ら中間処理した
後の残さ量

0,00 t

自ら中間処理により
減量 した量

0.00 t
⑦

自ら直接
再生利用した量

0.00 t
②

自ら直接埋立処分処分
又は海洋投入処分 した量

0,00 t
③

自ら中間処理
した量

t
電D     O,00

④のうち熱回収
を行つた量

0,00

有償物量

排出量

①
124,75     t

実績値

124 75 t

0 00 t

0 00 t

0 00 t

0.00 t

124,75 t

11.10 t

113.65 t

0 00 t

0.00 t

項 目

①排出量

②十⑥自ら再生利用を行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

⑦自ら中間処理により減量した量

③+⑨ 自ら埋立処分又は海洋投入
処分を行つた量

⑩全処理委託量

①優良認定処理業者への処理委託査

⑫再生利用業者への処理委託量

⑬熱回収認定業者への処理委託量

⑭熱回収認定業者以外の熱回収を
行う業者への処理委託量

（
第

２
面
）



計画の実施状況 (産 業 廃 棄 物 の 種 類 その他がれき類 )

不要物等発生量

0,00 t
③

⑩のうち熱回収認定
業者以外への
処理委託量

t⑭
     O.00

⑩のうち再生利用業者
への処理委託量

0.10 t
⑫

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

自ら中間処理した後
再生利用した量

t
③

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

0.00 t
⑨

直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

5,92
⑩

①のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

5,92 t
⑪

自ら中間処理した
後の残さ量

0.00 t
⑥

自ら中間処理により
減量した量

0.00 t
⑦

自ら直接
再生利用した量

0.00 t
②

自ら直接理立処分処分
又は海洋投入処分 した壁

0,00 t
③

自ら中間処理
した量

0,00 t
④

④のうち熱回収
を行つた量

0.00
⑤

有償物量

排出量

5,92 t
①

実績値

5,92 t

0.00 t

0 00 t

0 00 t

0.00 t

5,92 t

5,92 t

0.10 t

0 00 t

0 00 t

項 目

①排出量

②+③ 自ら再生利用を行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

⑦自ら中間処理により減量した量

③十⑨自ら埋立処分又は海洋投入
処分を行つた量

⑩全処理委託量

①優良認定処理業者への処理委託査

⑫再生利用業者への処理委託量

⑬熱回収認定業者への処理委託量

⑭熱回収認定業者以外の熱回収を
行 う業者への処理委託量

（
第

２
面
）



計画の実施状況 (産 業 廃 乗 物 の 種 類 廃プラスチック類 )

不要物等発生量

⑩のうち熱回収認定
業者以外への
処理委託量

t⑭
     O,00

⑩のうち再生利用業者
への処理委託量

t
⑫
     O.00

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

0.00 t
⑬

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

0,00 t

直接及び自ら
中間処理 した後の

処理委託量

t
⑩   820

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

3.20 t
①

自ら中間処理した後
再生利用した量

0.00 t
③

自ら中間処理した
後の残さ量

0.00 t
⑥

自ら中間処理により
減量した量

0.00 t
⑦

自ら直接
再生利用した量

0,00 t
②

自ら直接理立処分処分
又は海洋投入処分 した量

0,00 t
③

自ら中間処理
した量

0.00 t
④

④のう
を行

ち熱回収
つた量

0,00 t
⑤

有償物量

排出量

8,20 t
①

実績値

8.20 t

t

0.00 t

0.00 t

t

8.20 t

8.20 t

0 00 t

0 00 t

0 00 t

項 目

①排出量

②十⑥自ら再生利用を行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

⑦自ら中間処理により減量した量

③十⑨自ら埋立処分又は海洋投入
処分を行つた量

③全処理委託量

③優良認定処理業者への処理委託ξ

⑫再生利用業者への処理委託量

⑮熱回収認定業者への処理委託量

⑭熱回収認定業者以外の熱回収を
行う業者への処理委託量

（
第

２
面
）



計画の実施状況 (産 業 廃 棄 物 の 種 類 金属くず )

不要物等発生量

0.00 t
⑫

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

0.00 t
③

⑩のうち熱回収認定
業者以外への
処理委託量

0.00
t⑭

⑩のうち再生利用業者
への処理委託量

自ら中間処理した後
再生利用した量

t
③
     O,0。

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

0.00
③

直接及び自ら
中間処理 した後の

処理委託量

3.17
⑩

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

3.17 t
①

自ら中間処理した
後の残さ量

0.00 t
⑥

自ら中間処理により
減量した量

0.00 t
⑦

自ら直接
再生利用した量

0.00 t
②

自ら直接埋立処分処分
又は海洋投入処分 した量

0.00 t
③

自ら中間処理
した量

0.00 t
④

④のうち熱回収
を行つた量

0.00

有償物量

排出量

3,17 t
①

実績値

3,17 t

t

0 00 t

0.00 t

t

3 17 t

3.17 t

0,00 t

0 00 t

t0 00

項 目

①排出量

②+③ 自ら再生利用を行つた量

⑤自ら熱回収を行った量

⑦自ら中間処理により減量した量

③十⑨自ら埋立処分又は海洋投入
処分を行つた量

⑩全処理委託量

①優良認定処理業者への処理委託ξ

②再生利用業者への処理委託量

⑬熱回収認定業者への処理委託量

⑭熱回収認定業者以外の熱回収を
行う業者への処理委託量

（
第

２
面
）



計画の実施状況 (産 業 廃 棄 物 の 種 類 建設汚泥

不要物等発生量

t⑭
     O,00

⑩のうち再生利用業者
への処理委託量

7.81 t
⑫

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

t
⑬
     O,00

⑩のうち熱回収認定
業者以外への
処理委託量

自ら中間処理 した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分 した量

0.00 t

直接及び 自ら
中間処理 した後の

処理委託量

7.81 t
⑩

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

0,00 t
①

自ら中間処理した後
再生利用した量

0.00 t
③

自ら中間処理した
後の残さ量

0,00

自ら中間処理により
減量した量

t
()     0.00

0.00 t
②

自ら直接理立処分処分
又は海洋投入処分 した量

0,00 t
③

自ら中間処理
した量

0.00 t
④

④のうち熱回収
を行つた量

t
電)     0,00

自ら直接
再生利用した量

有償物量

排出量

7.81 t
①

実績値

7.81 t

0 00 t

0 00 t

0 00 t

0,00 t

7.81 t

0,00 t

7.81 t

0.00 t

t0,00

項 目

①排出量

②+③ 自ら再生利用を行った量

⑤自ら熱回収を行つた量

⑦自ら中間処理により減量した量

⑥十⑨自ら埋立処分又は海洋投入
処分を行つた量

③全処理委託量

③優良認定処理業者への処理委託ξ

②再生利用業者への処理委託量

④熱回収認定業者への処理委託量

⑭熱回収認定業者以外の熱回収を
行う業者への処理委託量

（
第

２
面
）



計画の実施状況 (産 業 廃 棄 物 の 種 類 紙くず )

不要物等発生量

⑩のうち再生利用業者
への処理委託量

0.00 t
⑫

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

0.00 t
⑬

⑩のうち熱回収認定
業者以外への
処理委託量

t⑭
     O,00

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

0.00 t

直接及び自ら
中間処理 した後の

処理委託量

2.16 t

①のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

2.16 t
①

自ら中間処理した後
再生利用した量

0,00 t
③

自ら中間処理した
後の残さ量

0.00

自ら中間処理により
減量した量

0.00 t
⑦

自ら直接
再生利用した量

0.00 t
②

自ら直接埋立処分処分
又は海洋投入処分 した量

0,00 t
③

自ら中間処理
した量

0.00 t
④

④のうち熱回収
を行つた量

0,00 t
⑥

有償物量

排出量

2.16 t
①

実績値

2.16 t

t

0.00 t

0,00 t

t

2.16 t

2.16 t

0,00 t

0,00 t

0.00 t

項 目

①排出量

②十⑥自ら再生利用を行った量

⑤自ら熱回収を行つた量

⑦自ら中間処理により減量した量

③十⑨自ら埋立処分又は海洋投入
処分を行つた量

⑩全処理委託量

③優良認定処理業者への処理委託濠

⑫再生利用業者への処理委託量

③熱回収認定業者への処理委託量

⑭熱回収認定業者以外の熱回収を
行う業者への処理委託量

（
第

２
面
）



計画の実施状況 (産 業 廃 棄 物 の 種 類 木くず )

不要物等発生量

⑩のうち再生利用業者
への処理委託量

t
⑫
     2.66

⑩のう
業者ヘ

ち熱回収認定
の処理委託量

0.00 t
⑬

⑩のうち熱回収認定
業者以外への
処理委託量

0,00
t⑭

4.85 t

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

2.19 t
①

自ら中間処理した後
再生利用した量

0.00 t
③

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

0,00
⑨

中間処理 した後の
処理委託量

直接及び自ら
自ら中間処理により

減量した量

0.00

自ら中間処理した
後の残さ量

0.00 t
⑥

自ら中間処理
した量

0,00

④のうち熱回収
を行つた量

0.00 t

自ら直接
再生利用した量

0.00 t
②

自ら直接埋立処分処分
又は海洋投入処分 した社

t
()     0.00

4.85 t
③

有償物量

排出量

実績値

4 85 t

t

0 00 t

0 00 t

t

4 85 t

2.19 t

2.66 t

0 00 t

0.00 t

項 目

①排出量

②+⑥ 自ら再生利用を行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

⑦自ら中間処理により減量した量

⑥+⑨ 自ら埋立処分又は海洋投入
処分を行つた量

⑩全処理委託量

⑪優良認定処理業者への処理委託聾

⑫再生利用業者への処理委託量

⑬熱回収認定業者への処理委託量

⑭熱回収認定業者以外の熱回収を
行う業者への処理委託量

（
第

２
面
）



計画の実施状況 (産 業 廃 棄 物 の 種 類 動植物性残澄 )

不要物等発生量

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

0,00 t
③

⑩のうち熱回収認定
業者以外への
処理委託量

0,00
t⑭

⑩のうち再生利用業者
への処理委託量

t
⑫
     O,00

自ら中間処理した後
再生利用 した量

0.00 t
③

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

t
⑨
     O.00

中 の

穀］韓2,74

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

2.74 t
①

自ら中間処理した
後の残さ量

t
⑥  O,00

自ら中間処理により
減量した量

t
電)     0.00

自ら直接
再生利用した量

0.00 t
②

自ら直接埋立処分処分
又は海洋投入処分 した量

t
()     

。.00

自ら中間処理
した量

t
④
     O.00

④のうち熱回収
を行った量

0.00

有償物量

排出量

2,74 t
①

実績値

2,74 t

t

0,00 t

0.00 t

t

2 74 t

2,74 t

0,00 t

0.00 t

t0,00

項 目

①排出量

②+⑥ 自ら再生利用を行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

⑦自ら中間処理により減量した量

③十
処分

⑨自
を行

ら埋立処分又は海洋投入
った量

⑩全処理委託量

①優良認定処理業者への処理委託香

⑫再生利用業者への処理委託量

⑬熱回収認定業者への処理委託量

⑭熱回収認定業者以外の熱回収を
行う業者への処理委託量

（
第

２
面
）



計画の実施状況 (産 業 廃 棄 物 の 種 類 廃石膏ボー ド )

不要物等発生量

⑩のうち再生利用業者
への処理委託量

0,00 t
②

⑩のうち
業者への

熱回収認定
処理委託量

t
③
     O.00

⑩のうち熱回収認定
業者以外への
処理委託量

t⑭
     O,00

自ら中間処理した後
再生利用した量

0.00 t
③

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

0.00 t
⑨

直接及び自ら
中間処理 した後の

処理委託量

0 70
⑩

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

0.70 t
①

自ら中間処理した
後の残さ量

0.00 t
⑥

自ら中間処理により
減量した量

0,00 t0,00

自ら直接
再生利用した量

0,00 t
②

自ら直接理立処分処分
又は海洋投入処分 した量

0,00 t
⑥

自ら中間処理
した量

0.00 t
④

④のうち熱回収
を行った量

0,70 t
③

有償物量

排出量

実績値

0,70 t

0,00 t

0.00 t

0.00 t

0.00 t

0,70 t

0,70 t

0.00 t

0.00 t

t0.00

項 目

③排出量

②十⑥自ら再生利用を行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

⑦自ら中間処理により減量した量

③+⑨ 自ら埋立処分又は海洋投入
処分を行つた量

⑩全処理委託量

①優良認定処理業者への処理委託ξ

⑫再生利用業者への処理委託量

⑬熱回収認定業者への処理委託量

⑭熱回収認定業者以外の熱回収を
行う業者への処理委託量

（
第

２
面
）



計画の実施状況 (産 業 廃 乗 物 の 種 類 アスベス ト (飛散性)

不要物等 /発 生量

⑩のうち再生利用業者
への処理委託量

t
⑫
     O,00

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

0.00 t
⑬

⑩のうち熱回収認定
業者以外への
処理委託量

t⑭
     O.00

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

0,00 t

直接及び 自ら
中間処理 した後の

処理委託量

0,80 t

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

0,80 t
①

自ら中間処理した後
再生利用した量

0,00 t
⑥

自ら中間処理 した
後の残 さ量

0.00

自ら中間処理により
減量 した量

0.00 t
⑦

自ら直接
再生利用した量

t
②
     O.00

自ら直接埋立処分処分
又は海洋投入処分 した重

0.00 t
⑥

自ら中間処理
した量

0.00 t
④

④のう
を行

ち熱回収
つた量

0,00 t
⑤

有償物量

排出量

0,80
①

実績値

0.80 t

0.00 t

0.00 t

0 00 t

0 00 t

0.80 t

0 80 t

0.00 t

0,00 t

0.00 t

項 目

①排出量

②+③ 自ら再生利用を行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

⑦自ら中間処理により減量した量

③十⑨自ら埋立処分又は海洋投入
処分を行つた量

⑩全処理委託量

①優良認定処理業者への処理委託聾

⑫再生利用業者への処理委託量

④熱回収認定業者への処理委託量

⑭熱回収認定業者以外の熱回収を
行う業者への処理委託量

（
第

２
面
）



様式第二号の九 (第人条の四の六関係 )

(第 1面 )

提出者

住 所 福岡市博多区東光寺町1丁 目13番5号

氏 名 三軌建設株式会社 福岡支店

取締役支店長 久 楽 博

(法人にあつては、名称及び代表者の氏名 )

電話番号 092-451-6746

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第10項の規定に基づき、令和 4年度の産業廃棄物
処理計画の実施状況を報告します。

産業廃棄物処理計画実施状況報告書

令和 5 年 6 月 8 日

長崎県知事 大石 賢吾殿

事 業 場 の 名 称 三車九建設株式会社 福岡支店 長崎工事所 他 2件

長崎県 (長崎市、佐世保市を除く)管轄管内2ヶ 所事 業 場 の 所 在 地

事 業 の 種 類 総合工事業

産業廃棄物処理計画における

計   画   期   間
令和 4年 4月  1日 ～令和 5年 3月 31日

項 目 目標値 項 目 目標値

t'信 出 2,845124 t 全 処 理 委 託 量 2,845.124      t

自 ら再 生 利 用 を行 う
t

良認 定処理業者への

理  委  託  量
164610 t

産 業 廃 棄 物 の 処

行

の呼勒
熱
廃

ら
業

自
産

ン
９

t
の
量

ヘ者
託

牒
委

利
理

生再
処

2,680514 t

自ら中間処理 によ り減量する
t

定 熱 回 収 業 者 へ の
理  委  託  量

t
産 業 廃 棄 物 の 処

自 ら 埋 立 処 分 又
海 洋 投 入 処 分 を行
産 業 廃 棄 物 の

は

う t

認
熱
処

知
嘘
理

定
回

収業者 以外 の

行 う業者へ の

委  託  量
t

列塗看)6〕 14

※事務処理欄

(日 本産業規格



計画の実施状況 ( 産業廃棄物の種類 : 廃プラスチック類 )

実績値

1100

0000

0000

0000

0000

1100

1100

0000

0000

0000

項 目

①排出量

②+③自ら再生利用を
行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

⑦自ら中間処理により減
量 した量

③+⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

⑩全処理委託量

①優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

⑩熱回収認定業者への処
理委託量

⑭熱回収認定業者以外の

熱回収を行 う業者への処
理委託量

⑩のうち再生利用

業者への処理委託量

0000

⑫

⑩のうち熱回収認定

業者への処理委託量

⑩のうち熱回収認定

業者以外の

熱回収を行 う業者

への処理委託量

④

⑭

自ら中間処理した後

再生利用した量

③

自ら中間処理した後

自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

⑨

直接及び自ら

中間処理した後の

処理委託量

1100

⑩

⑩のうち優良認定

処理業者への

処理委託量

1100

①

自ら中間処理した

後の残さ量

⑥

問処理によ自ら

り減量した量

⑦

自ら直接

再生利用した量

②

自ら直接理立処分又は

海洋投入処分した量

③

自ら中間処理

した量

④

①のうち熱回収

を行った量

⑤

有 償 物 量

排   出   量

1100

①

不 要 物 等 発 生

（削

Ｎ
引
）



計画の実施状況 ( 産業廃棄物の種類 木くず   )

実績値

208.614

0000

0000

0000

0.000

208614

138.150

70464

0000

0000

項 目

①排出量

②+③自ら再生利用を
行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

⑦自ら中間処理により減
量 した量

③+⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

①優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

⑬熱回収認定業者への処
理委託量

⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行 う業者への処
理委託量

⑩のうち再生利用

業者への処理委託量

70464

⑫

⑩のうち熱回収認定

業者への処理委託量

⑩のうち熱回収認定

業者以外の

熱回収を行 う業者

への処理委託量

⑬

⑭

ら中間処理 した後

自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

③

直接及び自ら

中間処理した後の

処理委託量

208614

⑩

⑩のうち優良認定

処理業者への

処理委託量

138150

⑪

自ら中間処理した後

再生瀬J用 した量

③

自ら中間処理した

後の残さ量

⑥

自ら中間処理によ

り減量した量

⑦

自ら中間処理

した量

④

を行つた量

うち

⑤

自ら直接

再生利用した量

②

自ら直接埋立処分又は

海洋投入処分した量

③

有  償  物

」F   出   量

208614

①

不 要 物 等 発 生

（削

Ｎ
副
）



計画の実施状況 ( 産業廃棄物の種類 がれき類   )

実績値

258880

0000

0.000

0.000

0.000

258.880

8_880

250000

0.000

0000

項 目

①排出量

②十③自ら再生利用を
行 つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

⑦自ら中間処理により減
量 した量

③+⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

①優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

⑬熱回収認定業者への処
理委託量

⑭熱回収認定業者以外の

熱回収を行 う業者への処
理委託量

⑩のうち再生利用

業者への処理委託量

250000

⑫

⑩のうち熱回収認定

業者への処理委託量

⑩のうち熱回収認定

業者以外の

熱回収を行 う業者

への処理委託量

⑩

⑭

自ら中間処理した後

自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

⑨

直接及び自ら

中間処理した後の

処理委託量

⑩

⑩のうち優良認定

処理業者への

処理委託量

8880

①

自ら中間処理した後

再生利用した量

③

ら中間処理した

後の残さ量

⑥

自ら中間処理によ

り減量した量

⑦

自ら直接

再生和1用 した量

②

自ら直接理立処分又は

海洋投入処分した量

③

自ら中間処理

した量

④

のうち熱回収

を行つた量

⑤

有  償  物

排   出   量

258880

①

不 要 物 等 発 生 量

（削

Ｎ
酬
）



計画の実施状況 ( 産業廃棄物の種類 : コンクリー ト石皮片 )

実績値

2220.450

0000

0000

0000

0000

2220450

0000

2220450

0000

0000

項 目

①排出量

②十③自ら再生湘1用 を
行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

⑦自ら中間処理により減
量 した量

③十③自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

①優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

①熱回収認定業者への処
理委託量

⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

⑩のうち再生利用

業者への処理委託量

2220450

⑫

⑩のうち熱回収認定

業者への処理委託量

⑩のうち熱回収認定

業者以外の

熱回収を行 う業者

への処理委託量

⑬

⑭

自ら中間処理した後

自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

⑨

直接及び自ら

中間処理した後の

処理委託量

2220450

⑩

⑩のうち優良認定

処理業者への

処理委託量

0000

⑪

自ら中間処理した後

再生利用した量

⑥

自ら中間処理した

後の残さ量

⑥

自ら中間処理によ

り減量した量

⑦

のうち熱回収

を行つた量

⑤

自ら直接

再生利用した量

②

海洋投入処分した量

ら直接埋立処分又は

③

自ら中間処理

した量

④

有  償  物

排   出   量

2220450

①

不 要 物 等 発 生

（削

Ｎ
副
）



計画の実施状況 ( 産業廃棄物の種類 :  アスコン破片  )

実績値

139600

0000

0.000

0.000

0,000

139.600

0,000

139600

0000

0.000

項 目

①排出量

②十③自ら再生利用を
行 つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

⑦自ら中間処理により減
量 した量

③+⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

①優良認定処理業者への
処理委託量

②再生利用業者への処理
委託量

⑩熱回収認定業者への処
理委託量

⑭熱回収認定業者以外の

熱回収を行 う業者への処
理委託量

⑩のうち再生利用

業者への処理委託量

139600

⑫

⑩のうち熱回収認定

業者への処理委託量

⑩のうち熱回収認定

業者以外の

熱回収を行 う業者

への処理委託量

⑬

⑭

自ら中間処理した後

再生禾U用 した量

③

自ら中間処理した後

自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

⑨

直接及び自ら

中間処理した後の

処理委託量

139600

⑩

⑩のうち優良認定

処理業者への

処理委託量

0000

①

ら中間処理 した

後の戎 さ量

⑥

自ら中間処理によ

り減量した量

⑦

自ら直接

再生利用した量

②

自ら直接埋立処分又は

海洋投入処分した量

③

自ら中間処理

した量

④

収

を行つた量

の う

⑤

有  償  物

排    出   量

139600

①

不 要 物 等 発 生

（削

Ｎ
副
）



計画の実施状況 ( 産業廃棄物の種類 :  建設混合廃棄物  )

実績値

9960

0000

0000

0000

0000

9960

9。960

0.000

0.000

0.000

項 目

①排出量

②十③自ら再生利用を
行った量

⑤自ら熱回収を行つた量

⑦自ら中間処理により減
量 した量

③十⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

①優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

⑩熱回収認定業者への処
理委託量

⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行 う業者への処
理委託量

0000

⑫

⑩のうち再生利用

業者への処理委託量

⑩のうち熱回収認定

業者への処理委託量

⑩のうち熱回収認定

業者以外の

熱回収を行 う業者
への処理委託量

⑬

⑭

自ら中間処理した後

再生利用した量

③

自ら中間処理した後

自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

③

直接及び自ら

中間処理した後の

処理委託量

9960

⑩

⑩のうち優良認定

処理業者への

処理委託量

9960

⑪

自ら中間処理した

後の残さ量

⑥

ら中間処理によ

り減量した量

⑦

自ら直接

再生利用した量

②

海洋投入処分した量

ら直接埋立処分又は

③

自ら中間処理

した量

④

を行つた量

④のう

⑤

有 償 物 量

排   出   量

9960

①

不 要 物 等 発 生

（削

］
副
）



計画の実施状況 ( 産業廃棄物の種類 : 管理型混合廃棄物 )

（削

Ｎ
副
）

⑩のうち再生利用

業者への処理委託量

0000

⑫

⑩のうち熱回収認定

業者への処理委託量

⑩のうち熱回収認定

業者以外の

熱回収を行 う業者

への処理委託量

⑬

⑭

自ら中間処理した後

再生利用した量

③

自ら中間処理した

自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

⑨

直接及び自ら

中間処理した後の

処理委託量

⑩

⑩のうち優良認定

処理業者への

処理委託量

6520

①

自ら中間処理 した

後の残 さ量

⑥

自ら中間処理によ

り減量した量

⑦

再生利用した量

ら直接

②

自ら直接埋立処分又は

海洋投入処分した量

③

自ら中間処理

した量

④

を行つた量

うち熱回収

⑤

有 償 物 量

排   出   量

6520

①

要 物 等 発 生

実績値

6.520

0_000

0.000

0000

0,000

6.520

6520

0.000

0.000

0000

項 目

①排出量

②十③自ら再生利用を
行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

⑦自ら中間処理により減
量 した量

③十⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

①優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

⑬熱回収認定業者への処
理委託量

⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量



(第 3面 )

備 考

1 翌年度の 6月 30日 までに提出すること。

2「事業の種類」の欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。

3「産業廃棄物処理計画における目標値」の欄には、項目ごとに、産業廃棄物処理計画に記載
した目標値を記入すること。

4 第 2面には、前年度の産業廃棄物の処理に関して、①～⑭の欄のそれぞれに、(1)か ら(14)

に掲げる量を記入すること。

(1)①欄 当該事業場において生じた産業廃棄物の量

(2)②欄 (1)の 量のうち、中間処理をせず直接自ら再生利用した量

(3)③ホ「剥 (1)の量のうち、中間処理をせず直接自ら埋立処分又は海洋投入処分した量

(4)④欄 (1)の量のうち、自ら中間処理をした産業廃棄物の当該中間処理前の量

(5)⑤ホl幻 (4)の量のうち、熱回収を行つた量

(6)⑥欄 自ら中間処理をした後の量

(7)⑦欄 (4)の量から(6)の量を差し引いた量

(8)③欄 (6)の量のうち、自ら利用し、又は他人に売却した量

(9)⑨欄 (6)の量のうち、自ら埋立処分及び海洋投入処分した量

(10)⑩欄 中間処理及び最終処分を委託した量

(11)①欄 (10)の量のうち、優良認定処理業者 (廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行令第
6条の11第 2号に該当する者)への処理委託量

(12)⑫欄 (10)の量のうち、処理業者への再生利用委託量

(13)⑬欄 (10)の量のうち、認定熱回収施設設置者 (廃棄物の処理及び清掃に関する法律
第15条の 3の 3第 1項の認定を受けた者)である処理業者への焼去,処理委託量

(14)⑭欄 (10)の量のうち、認定熱回収施設設置者以外の熱回収を行つている処理業者への

焼去口処理委託量

5 第 2面の左下の表には、項目ごとに、産業廃棄物処理計画に記載したそれぞれの実績値を記
入すること。

6 産業廃棄物の種類が2以上あるときは、産業廃棄物の種類ごとに、第 2面の例により産業廃
棄物処理計画の実施状況を明らかにした書面を作成し、当該書面を添付すること。

7 ※ホl幻 は記入しないこと。


